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趣　旨
　疲弊した農山村の前途には、都市住民と連携した日本型グリーンツーリズムの実現に期待がかかっています。一方、都市住民にとっても“農業”は魅力的な選択肢の一つになりつつあります。農山村に秘められた内発力を生かし、かつ“農業”を軸に農山村と都市が連携する道筋を見出したいと思います。


■パネラー

●水谷晴夫／三重県・飯高町、町一番の若手の町議

●近藤庸平／長野県・浪合村）村役場職員

●黍嶋久好／愛知県・豊根村）村役場職員

●菅野知之／愛知県・鳳来町

●有本信昭／岐阜県・岐阜市、岐阜大学地域科学部教授

■コーディネーター

●間瀬寿夫／ＮＨＫチーフカメラマン

■タイムテーブル

１３：３０    開会と趣旨説明

１３：３５    事例報告と質疑

１５：１５    休憩

１５：３０    事例報告と質疑・交流討論

１６：５０    まとめ

１７：００    閉会
パネルディスカッションのねらい

間瀬寿夫

　日本の農山村は過疎化と高齢化が進み、今では集落の維持さえ困難となっている。こうした状況を是正するために、1970年には、「過疎地域対策緊急措置法」（旧過疎法）が制定。1980年には「過疎地域振興特別措置法」（前過疎法）が制定され現在は、「過疎地域活性化特別措置法」（新過疎法）が行われ、25年余りにわたり40兆円ほどの過疎対策が今までに投入されてきたが、いまだに過疎解消には、至っていない。

　また、1962年に国土総合開発審議会の審議に基づいて「全国総合開発計画」（全総）が制定されて以来、4次にわたり改定されてきた（2全総=1969年, 3全総=1977年, 4全総=1987年）が、これも過疎解消にはいたらないばかりか、大きく傷口を広げる結果となってしまっている。

　また、ガット（関税と貿易に関する一般協定）のウルグァイラウンドによる農産物の自由化のしわ寄せを最も受けているのが、この中山間地域を中心とする農山村である。農山村では、これまでは農産物の生産基地としての位置づけから、このような結果に導かれていったものと思われる。

　しかし、中山間地域では一方で国土や水資源、更には空気といった自然条件を守る橋頭堡でもある。こうした自然条件を守る立場から、農山村での生活に対し、何らかの補償をすべきだという言った意見が、世界的に沸き起こっている。ヨーロッパなどで進められている農山村へ直接に所得を補償するデカップリング政策、いわゆる直接所得補償政策の実現に向けての話し合いが進んでいる。

　このように農山村をめぐっては、自ら先頭に立って、実践をされている４人のパネラーと、半歩ほど農山村に足を踏み込みながらも、少し距離を置いて農山村を見守っている研究者の５人の皆さんで「如何にしたら農山村をよみがえらすことができるか」、極めて壮大なテーマで話し合いたいと思います。

水谷晴夫

　前町長時代、都市との交流が大切だということで３０億円をかけて交流施設ホテルスメールの建設を進めた。交流人口は増えたが、行政主体の交流事業は第１ステージであり、次にどの様に展開すると地域に活力が出てくるかが課題。

近藤庸平

　過疎法が地域の振興に成らず、逆に過疎の傷口を広げてきた。過疎法で村は一種の生活保護の行政運営を行い、その多くが道路整備で村外の土建建築業者が多く内発的なことに利用できなかった。

　一方で、外の力に頼らない開発計画として浪合方式を採用し、地域の地勢を生かした村づくりをした。村民集会を開き、村と村の住民が主人公になる村づくりを展開した。しかしその意味合いも失い、村民の意識も変化し、これまで進めてきた村の方向付けが崩れてきた。村づくりの理念を開発という、経済を成立させる観光というものから、ある種普遍的な教育とか文化という価値に変えてきた。観光を生活の空間の中に反映して、生活している場を解放することによって交流する機会をつくる。そこに住む積極的な意味を感じられる農村づくりをめざしている。

Ｑ　浪合村としては自主財源を増やす方向をねらっているのか。

近藤　　　　自主財源を増やすと補助金が減る仕組みになっている。補助事業消化の実行型の行政運営を

していれば、土木建築業者を太らせ、さらにそれが集票マシーンとなって土木業者を太らせることにしか成らない。地域開発にはきちんとした理念を持ち、実践型の運営を進めるためには補助金でもできるが、自主財源を確保した方がよい。

Ｑ　別荘地の建設当時と現代の差違について。また交流はどの様に行われているか。

近藤　　　　地元の学生が気象観測をした結果、軽井沢より気温が低いことが分かり、保健休養地という別荘事業をはじめた。しかし、その後の科学技術の進歩により、避暑という点では都市の喫茶店やパチンコ店の方が涼しく、避暑地としての価値はなくなった。また自動車の普及で、村内のスキー場の有りようも当時と比べると大きく様変わりをし、交流の中身も変わってきた。

黍嶋　　　　佐久間ダムなど電力関係の施設があったおかげで、自主財源に恵まれていた。前半１０年間は行政主導の村づくりを展開してきた。子供と親の意識を変えるため中学校での全寮制。村立喫茶店の開設により、村民にコーヒー１杯で社会規範を持ってもらうなど、外へ目を向ける前に、内側からの取り組みを展開してきた。しかし、現在ではそうした村おこしから村たたみをして、きちんと残すものと壊すもの、さらには継続するものとをたたみ直してみようとしている。

菅野　　　　農林業の本質的な価値が問い直されており、メシが食えるようになってきた。昭和３０年代、都市に人口を集め、経済成長を進めようとした国の政策を国民全体が認め、一方でその恩恵に浴した結果として、今日の過疎化が生じたのであるということを認めた上で、本質的な議論を進めることが必要だ。

有本　　　　農山村は病んでいるとは思っていない。農山村の姿は、都市の姿の反映である。農山村での居場所の確認であり、若い人に来てもらいたいという願望である。行政主導から地域主導へ立場を次第に変えていく。そのためには経済的に安定し、内発的循環社会とすることが必要だ。

Ｑ　農山村問題を内発型で考える考え方もあるが、一方でガットなどＷＴＯ体制の中で考えたとき、決して明るいものではない。そのあたりはどのように考えるか。

フロアー　　行政か地域住民かといった二極化した考え方もある。一方で、東栄町の太鼓の集団が年間数千万という利益を上げるといった事例にみられるように、農山村を明るい視点でとらえることが必要ではないか。

水谷　　　　地域活性化プロジェクトをつくり、地域住民の意識を芽生えさせる地域プロジェクトを立ち上げ、住民を巻き込む仕組みづくりをはじめている。

今井良博／白川町長

　　　　　　　町長がまちづくりの一番近道だと思っていたが、いざ成ってみると過疎の町だから過疎債をといいながら、一方では元気なまちづくりをと矛盾した取り組みをしなくてはならない。

　　　　　　大根１本の値段より、杉の間伐材の方が安い。こんなことがどうして起こるのか。都市と農山村の間に感覚の差があり、その点で都市交流が大切だ。田園住宅とかセカンドハウスといったものを生かして交流事業をすすめることが大切だ。

近藤　　　　昭和６２年村中の人が集まって「村づくり計画」を議論し、それまでの観光立村から教育立村を目指すことになった。そこで、一人ひとりが村に住み続けることを考え、具体的な意味合いとしてトンキラ農園が生まれた。山村にとっての過疎化・高齢化をどの様に活用するか、さらに自分たちが主人公となって生き生きと魅力的に生きれば、そこに自ずと交流が生まれ、人を感動させることが出来るのではないか。そうした取り組みを運動や思想に結びつけていく生き方の意図のようなものを、トンキラ農園で実現している。

フロアー　　中部の山村はどこも同じような状況だ。そうした中で、全ての山村を平等に残すことは共倒れとなり、ある種の理想論だ。広域行政なり、町村合併が必要になってくるのではないか。住民にとってどのようなかかわり方が必要か。

近藤　　　　生き延びるためにどの村も頑張っている。地域が核を持っているかどうかが、生き延びれるかどうかだ。浪合村の場合、核となるのが浪合学校だ。隣村を吸収するか、あるいは吸収されるか、戦国時代以上に激しい戦いが行われようとしている。

菅野　　　　民間の産直をやっており、これまでの林業ではない発想での思い切った取り組みをしている。例えば、市場を通さず自分で山から木を切ってくるといった取り組みで、林業の新しいスタイルを作ろうとしている。

黍嶋　　　　私の村でやっている小学生の体験学習は、都市と農村の家庭とか家族関係にスポットを当てたとき、農山村の持っている「人の知恵」とか「環境」といったものがどれだけ有効かの発想からはじめた事業だ。１８年間も続けていると、可成りの変化が出てくる。私どもは単に農山村の交流ではなく、人と人の交流であり、地域の意識を変えられるかが狙いである。

　　　　　　　そうした結果として、事業を引き受けてくれた家庭では都市の子供のことを考えて、トイレを水洗とし、積極的に合併浄化槽を設置するなど自分たちの生活環境も変えるなどの効果も出ている。

黒田貴信／愛知県職員

　　　　　　　農山村は疲弊している、病んでいるという考え方は違うのではないか。地域に住んでいる意義さえ感じていれば、その地域は生きているのではないか。ただ、そこで頑張っている人同士の交流はなかなか見出せない。

　　　　　　　こうした集会の場で地域で頑張っている人との出会い・意義を見出していきたい。

西尾／岩村町

岐阜県岩村町まちづくりの取り組み紹介。

有本　　　　地域の意義を認める人であり、批判精神のある人を市民と呼ぶならば、都市と農村の交流をどういう批判性をもとに続けていくのかが問われる内容ではないか。

菅野　　　　農山村から町へ送り出したあと、村に残った人がなぜか敗者となっていることだ。そうしたところから、浪合学校とか体験学習に誇りを見出そうとしている。地域に残った人こそ豊になるべきだ。

　　　　　　これからの時代、環境によいこと、健康を害しない場に価値が生まれてくる。市民レベル・消費者レベルの小さい価値観が高まってくる時代に変わってくるのではないか。そこに希望を見出したい。

水谷　　　　三重県は県民局単位に県民に提案を求めらあれている。行政もこのように変わりつつある。内発的発展は行政の人にかかっているともいえる。

黍嶋　　　　行政の生き方として公の金を使って都市と農村の人を、期間を限定しある地域での寄留してみるといった実験的なことをしてはどうか。

近藤　　　　重要なことを決定するとき、インディアンは７回待って選択を決定するという。もう１回山村の意義を問い直す機会を見出してもよいのではないか。

　　　　　　おり、人と人との住み分けが必要ではな農村に残った人が全て農村に適応した人ばかりとは限らない。都市に住む人で農村社会に適応した人も大勢いか。

分科会４まとめ　間瀬寿夫
　午後１時半から話し合いが始まりましたので、実に３時間半にも及ぶ大変熱のこもった話し合いが出来ましたことを感謝する。参加者一人ひとりの発言の重さは、未だに余韻として、脳裏にこびり付いているような気がする。もとより、どれだけ熱のこもった話し合いといえども、３時間あまりの議論で農山村問題が解決できるものではないし、むしろこれから更なる議論が始まるにのではないかと思われる。

　農山村を取り巻く状況は依然厳しいものの、農山村の内側では浪合村や豊根村に見られるような、内発的な試みが小さな成果ではあるが着実に積み重ねられているという印象を持つことが出来た。更には、新しい時代が環境・リサイクル・健康といったキーワードを手がかりに農業への関心を高めている。

　こうした状況から、今こそ農山村と都市とを結ぶ共生のネットワークが求められているのではないか。その点で、ＮＰＯなど新たな視点として市民レベルでの働きかけが期待されている。

　来年、更には再来年と、こうした農山村の直面する状況をふまえつつ、議論を積み上げ、農山村をよみがえらす何らかの手だてに一つの提言をまとめる事が出来れば、この研究集会の意義となるのではないかと期待している。

　この研究集会は、来年は岐阜県で開くことにしている。今日の話し合いを更に深め、実りある集会にしたいと思うので、来年も再びこのような形で皆さんと一緒に話し合いが出来ることを楽しみにしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第４分科会　「よみがえれ農山村」


～農山村と都市の共生ネットワーク～











